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１　はじめに

にんにくは、独特の香りや風味、また、
血圧の低下や抗酸化作用など、健康上の効
用から世界中で消費されており、その市場
規模は現在も拡大している。世界の主な生
産国は、中国が群を抜いて第１位であり、
インド、バングラデシュ、エジプトと続く。
2023年時点でスペインは世界第９位のに
んにく（スペイン語で「AJO（アホ）」）
生産国であるが、輸出量では中国に次ぐ第
２位の輸出国である。また、日本も同年に

1117トンのにんにくをスペインから輸入
しており、中国に次ぐ第２位の輸入先と
なっている（図１）。なお、同年の日本国
内のにんにく生産量は２万200トンで
あった。本稿では、輸出を主体とするスペ
インのにんにく産業について、生産の概況
や消費、流通と貿易などの現状を報告する。

なお、本文中の為替相場は、三菱UFJ
リサーチ&コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」2025年９月末
TTS相場の１ユーロ＝ 175.97円、１米ド
ル＝ 149.88円を使用した。

輸出を主体とするスペインにんにく産業の現状

スペインは日本にとって中国に次ぐ第２位のにんにくの輸入先である。近年のスペイン
のにんにく生産は、干ばつや生産コストの上昇による生産量の減少や、生産に多くの労働
力を要するといった課題がある。また、安価なにんにくを輸出する世界最大の供給国であ
る中国やエジプトなど他の輸出国との競合もあり、輸出量は減少し、EU域外からの輸入
量は増加している。このような中、スペインのにんにく業界は、スペインの在来種である
紫にんにくのモラード種による差別化を図るなど、生き残りに向けて対応している。
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図１　日本のにんにく生産量と国別輸入量（2023年）

資料：農林水産省「作物統計」、Global Trade Atlas
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２　スペインの農業、にんにく生産の概況

（１）農業概況
スペインの国土面積は日本より３割以上

広く、その約２分の１が農用地として利用
されている（表１）。農用地面積は日本の
5.4倍で、同国はＥＵ加盟国の中でも主要な
農業国の一つである。広い国土や地形、気
候の違いを利用しさまざまな農産物を生産
しており、主要な農産物は生乳、オリーブ、
大麦などである（図２）。2022年以降は干
ばつによる農産物生産量の変動が大きく、

特に大麦、小麦およびぶどうの生産量が大
幅に減少している。なお、輸出額としては、
豚肉、オリーブオイルおよびワインが上位
である（図３）。

にんにくについて見ると、同国はEU最
大の生産国であり、大麦などに及ばないも
のの、2023年は19万トンと世界第９位
のにんにく生産国となった（表２）。同輸
出量は15万トンと中国に次いで世界第２
位であり（表３）、23年は生産量の約８割
を輸出するという輸出主体型の構造となっ
ている。

図２　スペインの主要農産物の生産量の推移

資料：FAO
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表 1　スペインおよび日本の土地利用状況（2023年）
（単位：千 ha、千人）

スペイン 日本国土面積に占
める割合

国土面積に占
める割合

国土面積 
（うち水面除く） 49,970 － 36,457 －

森林 18,585 37% 24,935 68%
農用地 24,773 50% 4,607 13%
その他土地 6,612 13% 6,915 19%

（参考）人口 48,807 － 123,975 －
資料：FAO
　注：人口は 2024 年。
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（２）スペインのにんにく生産の概況
スペイン農業漁業食料省（MAPA）によ

ると、スペインのにんにく生産量は2021
年以降減少傾向にあったが、24年の生産量

は24万5700トン（前年比26.5％増）と増
加した（図４）。これは、全国にんにく生産・
流 通 協 会（ANPCA：ASOCIACIÓN 
NACIONAL DE PRODUCTORES Y 

表２　にんにくの主要生産国の生産量の推移
（単位：千トン）

2019年 20年 21年 22年 23年 前年比 
（増減率）

中国 21,018 20,562 20,732 20,771 20,688 ▲ 0.4%
インド 2,910 2,925 3,190 3,208 3,266 1.8%
バングラデシュ 466 485 502 527 549 4.2%
エジプト 363 377 446 522 490 ▲ 6.1%
韓国 388 363 309 273 318 16.7%
ウズベキスタン 216 224 195 210 226 7.4%
アルジェリア 223 － 196 － 212 －
ミャンマー 209 210 203 205 207 1.3%
スペイン 271 269 316 282 194 ▲ 31.1%
資料：FAO

表３　にんにくの主要生産国の輸出量の推移
（単位：千トン）

2019年 20年 21年 22年 23年 前年比 
（増減率）

中国 1,762 2,254 1,909 2,036 2,032 ▲ 0.2%
スペイン 184 190 175 165 151 ▲ 8.6%
アルゼンチン 98 98 109 119 121 1.6%
インド － － － 25 61 141.2%
エジプト 36 53 31 44 43 ▲ 2.4%
オランダ 31 34 30 35 42 20.0%
アラブ首長国連邦 37 47 44 59 36 ▲ 38.5%
マレーシア － － 13 24 31 32.0%
メキシコ － 16 20 24 20 ▲ 15.1%
資料：FAO
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COMERCIALIZADORES DE AJO）によ
ると、23年の生産量が干ばつや収穫期の悪
天候の影響で前年比31.1％減と大幅に減少
した反動に加え、24年は気象条件が良好で
あったことが背景にあるとしている。ただ
し、作付面積は前年比10.3％減の２万
2700ヘクタールとバイオレット種を中心
に２年連続で減少している。ANPCAによ
ると、22年以降は干ばつによる水不足と人
件費などの生産コストが継続的に上昇した
ことが、にんにくの作付面積の減少につな
がったとされている。25年のにんにく栽培
についてANPCAは、作付面積は24年とほ
ぼ同等であった一方、生産量は24年比で約
15％減とみている。これは、３月の日照不
足や、５月中旬までの低温が生育に影響を
及ぼし、主にバイオレット種でにんにくの
粒が小粒傾向になったためとしている。

（３）生産地域、栽培品種、栽培暦など
ア　生産地域（図５）

MAPAによると、スペインの主要にん
にく生産州はカスティーリャ・ラ・マン
チャ（CLM）州であり、2022年のにんに
く生産量全体の６割以上を占めた（表４）。

同州と生産量第２位のアンダルシア州の２
州で、全体の生産量の８割以上を占める。
アンダルシア州の単収はCLM州の1.4倍で
あるが、これはCLM州の主要品種が、08
年に地理的表示保護制度（GI）の認定を
受けた「アホ・モラド・デ・ラス・ペドロ
ニェラス」をはじめとする、紫にんにくと
呼ばれる鱗

りん

茎
けい

が小さく単収の少ない「モ
ラード種」である一方、アンダルシア州の
主要品種は単収の多い「スプリング種」で
あるためとされる。

イ　栽培品種
スペインで栽培されるにんにくのうち、

代表的なものはモラード種とスプリング種
およびホワイト種の３種となる（表５）。
近年は、早生で一般的な収穫時期の降雨や
雹
ひょう

の影響が少ないとされるスプリング種の
作付けが増加しており、ホワイト種の栽培
は減少している。また、2024年の作付面
積割合は、スプリング種が55 ～ 60％を
占めるまでに拡大し、モラード種は40％
未満となった。単収の多いスプリング種が
増えたことから、24年は増産になったと
される（図４）。

図４　スペインのにんにく生産量等の推移

資料：MAPA
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図５　スペインの主要なにんにく産地

資料：機構作成

バレンシア州
マドリード州

バレンシア州
マドリード州 バレンシア州
マドリード州

バレンシア州
マドリード州

バレンシア州
マドリード州

カスティーリャ・
ラ・マンチャ州

アンダルシア州

カスティーリャ・
イ・レオン州

エストレマ
ドゥーラ州

バレンシア州
マドリード州

表４　にんにくの主要生産州の生産状況（2022 年）
（単位：ha、トン /ha、トン）

作付面積 単収 生産量
カスティーリャ・ラ・マンチャ州 21,027 8.6 181,113
アンダルシア州　 4,733 12.3 58,120
カスティーリャ・イ・レオン州 1,972 9.2 18,048
マドリード州　 1,080 13.0 14,078
エストレマドゥーラ州 472 12.3 5,806
その他 518 － 4,739

計 29,802 9.5 281,904
資料：MAPA
　注：単収は、生産量を面積で除して求めた。

表５　スペインで栽培される主なにんにく品種と特徴
特徴 例

モラード種

スペインを代表する伝統的な品種。サイズは中程度。外皮と内皮の均一性が特徴で丸みを
帯びた形状をしている。
鱗茎の外皮は白色で、鱗片は深紫色の皮で覆われている。
通常、8 ～10片の小～中程度の鱗片を含み、三日月形で黄白色を帯びた果肉。
その品質が高く評価されており、アリシンを豊富に含むため辛味が強い。また、抗菌作用
に優れ、国内外で需要があり収益性が高い。スパイシーな味と強い香り。地中海料理にお
いて、重要な食材および調味料として、さまざまなレシピに利用される。

スプリング種

ホワイト

鱗茎の外側および内側が白く、風味の強さは中程度。
9 月に栽培が開始、5 月から 6 月に収穫。茎は硬く、球根の大きさは 5 ～ 7cm。
鱗片は 10～12片。乾燥、半乾燥、生のいずれでも食べられる。
香りは穏やかで、アリシン含有量は低め。

バイオレット

スペインで栽培が拡大。茎が硬く、他の品種よりも早く収穫される。
鱗茎の外側には紫の縞模様が見られ、皮をむくと10～12個の湾曲した茶色や金色の斑点
のある白い鱗片がある。
繊細な香りを放ち、口当たりは辛くて軽い。魚料理に適す。

ホワイト種

単収が少ないため、スプリング種に置き換えられつつある。
サイズが大きく、保存性に優れ、非常に丈夫で肉厚。世界中で需要がある。
辛味は中程度～弱、香りはマイルド。乾燥、半乾燥、生のいずれでも食べられる。乾燥さ
せて調味料として現代のヨーロッパで広く普及している。

資料：MAPA ホームページなどを基に機構作成。例の写真は Fuente elpino 社

（バイオレット）
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モラード種のうち、GI認定を持つ「アホ・
モラド・デ・ラス・ペドロニェラス」は、
CLM州のクエンカ県、トレド県、シウダー・
レアル県およびアルバセーテ県で栽培され
ている。当地の気候は、日本のにんにく主
産地である青森県に比べると温暖であるが、
降雨量は大幅に少ない（図６、７）。このため、
にんにく栽培ではかんがいが行われ、CLM
州のラス・ペドロニェラス周辺の生産地域
では、植え付けのために通常12月中旬、そ
の後収穫に向け４月に２度目、５月に３度
目のかんがいを行う。かんがいは主にスプ
リンクラー方式が普及しているが、アンダ
ルシア州では、にんにく圃

ほ

場に限らず点滴
かんがいが一般的に普及しているとされる。

CLM州のCoopaman協同組合は、にん
にくの品種改良などを行う代表的な組織で
あり、取り扱う品種の75％をモラード種
が占め、生産量の60％を輸出しており、
ウイルスフリーの種子用のにんにく供給も
行っている。また、ナバーラ州のPlanasa
社はスプリング種をはじめとしたウイルス
フリーの種子用のにんにくなどを研究・開
発している。

ウ　栽培暦
にんにくの栽培暦は品種によって異な

り、早生のスプリング種の植え付けが９～
10月、収穫が翌４～６月に行われ、他２
品種に比べ早い（図８）。また、スプリン
グ種の収穫期に該当する４月や５月は降雨
のリスクが少ないため、ホワイト種のみで
なく、モラード種からも単収の多いスプリ
ング種への置き換えが進んでいる。

エ　代表的な生産者団体など
ス ペ イ ン の 農 業 セ ン サ ス に よ る と、

2020年のスペインの農業経営体数は09
年に比べ7.6％減の91万4871経営体とな
り、１農場当たりの平均面積は26.37ヘク
タールとされている。にんにくの生産者戸
数などについてスペイン全体の統計は無い
が、代表的な生産者団体のANPCAは、
24年時点で1800戸のにんにく生産者と
65社の販売事業者を有し、国内にんにく
販売総額の８割以上のシェア（市場占有
率）があるとされる。

また、CLM州のラス・ペドロニェラス
地域のCoopaman協同組合は、GIにんに
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図６　CLM州（アルバセーテ県）の気温と降水量の推移（2024年）

資料：アメリカ海洋大気庁（NOAA）

図７　青森（三戸）の気温と降水量の推移（2024年）

資料：気象庁

図８　スペインにおけるにんにくの品種別栽培暦
品種 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

モラード種 植え付け 収穫 植え付け
スプリング種 収穫 植え付け
ホワイト種 収穫 植え付け

資料：MAPA の公表資料などを基に機構作成
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くの「アホ・モラド・デ・ラス・ペドロニェ
ラス」を中心に栽培する複数の生産協同組
合で構成される協同組合連合会である。国
内最大級のにんにく生産組合であり、約
２万トンのにんにくの販売や、35年以上
にわたるモラード種の認知度向上、普及お
よび販売促進に携わっている。

さらに、スペイン第二のにんにく生産州
のアンダルシア州には、PEREGRIN社が
あり、スペインや欧州域内の大型スーパー
マーケット向けに生鮮野菜の生産・流通を
行っている。同社はアンダルシア州を中心
に、CLM州やカスティーリャ・イ・レオ
ン（CYL）州などに農場を有してにんに
く生産を行っている。また、アンダルシア
州には1974年に生産者によって設立され
たPROACO社もあり、年間１万トンのに
んにくを生産し、その多くを輸出している。

オ　病害虫対策
MAPAは、EUの 定 め る 規 則「（EC）

No1107/2009」および「指令2009/128/
EC」の理念である「人間のあらゆる活動に

おいて環境的側面を取り入れる」ことに基
づき、スペイン勅令「1311/2012」を定め、
農薬の使用が健康と環境に及ぼす影響の低
減や、非化学的な防除や総合的病害虫・雑
草管理（IPM）などの適切な実施の普及を
目指し、ユリ科植物（にんにく、たまねぎ、
ねぎ）のIPM解説書を発行している。同解
説書では、表６の通り在来の天敵昆虫など
を活用する生物的防除、輪作などの栽培管
理による耕種的防除が主に推奨されている。

一方でANPCAは、IPMの強力な推進に
よる農薬の排除は、すべての生産者が採用
可能なわけもなく、近年の作付面積の減少
に加え、使用可能な薬剤の減少によりにん
にく産業がさらに無防備な状態にさらされ
るとしている。病害虫に対する防除手段の
登録の簡素化と迅速化によりスペインのに
んにく産業を守らなければ、スペイン産に
比べて品質や安全性に劣る第三国のにんに
くが消費されることになると警鐘を鳴らし
ている。また、輸出に当たっても、国際基
準の品質を維持する栽培方法の選択が重要
としている。

表６　にんにく栽培における主な病害虫とその IPM
名称 症状 IPM

病害

ニンニクさび病
（Puccinia allii）

葉にオレンジがかった茶色の
膿疱（のうほう）が現れる。

広範囲な輪作／排水性の良い土壌の選択／高
密度での植え付けを避ける

ベト病
（Peronospora destructor）

葉に黄色い斑点が現れ、その
後壊死する。

気温が適度に高い乾燥期の播種／排水管理（水
たまり防止）／窒素肥料の過剰投与を避ける

フザリウム菌（乾腐病）
（Fusarium spp.）

植物の萎れ、球根や根の腐敗。輪作／窒素肥料の過剰施肥を避ける

ニンニク黒斑病
（Alternaria porri）

葉や球根に紫色の楕円形の病
斑。

同じ科・目を避けた少なくとも２年間の輪作
／窒素施肥の適正化／適度なかんがい／低感
受性品種の選択

害虫

ナミクキセンチュウ
（Ditylenchus dipsaci）

球根の腫れや変形、成長不良。少なくとも２年間の輪作／窒素肥料施用量の
適正化／農業機器の適切な衛生管理

タバコアザミウマ
（Thrips tabaci）

葉が銀色に変色し、しおれて
乾燥し、光合成が低下。

天敵増加を目的としたバンカープランツによ
る植生管理

タマネギバエ
（Delia antiqua）

幼虫が球根を損傷し、腐敗を
引き起こす。

地表掘り起しによる蛹（さなぎ）の駆除／少
なくとも２年間の輪作

チューリップサビダニ
（Aceria tulipae）

葉が変形し、隆起が生じ、球
根に損傷が生じる。

少なくとも２年間の輪作／窒素肥料施用量の
適正化

資料：MAPA ホームページなどを基に機構作成
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カ　農業用プラスチック
スペインのアビラカトリック大学では、

2023年にCYL州における農業によるプラ
スチック汚染の現状とその環境への影響に
ついて研究がなされている。農業分野では、
作業効率や収量向上を目的として、マルチ
シート、かんがいパイプ、温室資材など、
さまざまなプラスチック製品の使用が増加
してきたため、同州の土壌中の農業用プラ
スチック残渣

さ

が20年時点で約４万9000
トン存在するとしている。

こうした土壌中のプラスチックは分解さ
れにくく、マイクロプラスチック化して土
壌中に残留し、土壌の物理的構造、水分保
持 能 力、 生 物 多 様 性 に 影 響 を 及 ぼ す。
CYL州でもプラスチック汚染が拡大して
おり、プラスチック資材の回収などが追い
ついていない状況にある。こうした課題に
対処するためスペインは23年１月、EU加
盟国で初めて「使い捨てプラスチック容器
税」を導入し、対象製品の製造者や輸入者
に対して１キログラム当たり0.45ユーロ

（79円）を課税している。
同税は、再生プラスチックが課税対象か

ら除外されるため、にんにく栽培において
も、土壌温度の過度な上昇を抑える生分解

性紙マルチの普及などが進められている。
また、農業用プラスチック製造業者・輸入
業 者 に よ っ て 設 立 さ れ たMAPLA

（MEDIOAMBIENTE, PLÁSTICOS, 
AGRICULTURA）は22年以降、農業用
プラスチック廃棄物の回収、輸送、再資源
化などの取り組みを推進している。
（４）生産費、労働力
ア　生産費

ア ン ダ ル シ ア 州 政 府 に よ る と、
2023/24年度（５月～翌４月）のにんに
くの生産費は、１ヘクタール当たり１万
1267ユ ー ロ（198万2654円、 前 年 比
4.2％高）と前年度に比べやや増加した

（表７、図９）。生産費のうち40％が物財費、
34％が労働費で占められた。それぞれの
内訳を見ると、物財費の６割は種苗費、労
働費の９割は収穫・輸送作業費が、それぞ
れ大きな割合を占めている。

また、直近４年間で生産費は増加傾向に
ある。同州は労働日数も集計しており、前
年に比べ単収の増加した23/24年度は、
収穫作業の増加を反映し、労働日数も前年
比5.4％増の58.1人日となり、労働費を含
む直接経費も8322ユーロ（146万4422
円、同5.1％高）と増加している。

表７　にんにく生産に係る費用（2023/24年度）
費目 割合

直接経費 8,322 （1,464,422円） －
物財費 4,500 （791,865円） 40%

種苗費 2,759 （485,501円） －
肥料費 491 （86,401円） －
農業薬剤費 939 （165,236円） －
光熱費 311 （54,727円） －

労働費 3,822 （672,557円） 34%
人件費 390 （68,628円） －
収穫・輸送作業費 3,432 （603,929円） －

間接経費 447 （78,659円） 4%
一般管理費 1,249 （219,787円） 11%
支払地代 1,249 （219,787円） 11%
総計 11,267 （1,982,654円） －
資料：アンダルシア州政府

ユーロ /ha （日本円）
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イ　労働力
にんにく生産では、収穫・輸送作業費が

生産コスト全体の３割を占めている現状で
も、多大な労働力を確保する必要がある。
収穫期にはスペイン全土で150万人日（収
穫期間を120日（４カ月）とすると、１
日当たり１万2500人）の労働者が必要に
なるといわれ、にんにくは雇用を創出する
社会的作物となっている。

にんにくの収穫作業の賃金は各地方の農
業協定により定められており、その多くは
収穫したにんにく20キログラム当たりの
歩合制である。これは、作業能力の高い労
働者がより多くの賃金を得られる仕組みで
あり、労働者からも評価を得ているという。
一方で、平均的な作業量を下回る労働者も
あり、これは農業以外の業種からの参入に
よる熟練不足によるものと考えられてい
る。同時に労働者とにんにく生産者の間で
は、雇用時に最低収穫数量基準が定められ、
同基準を満たさなかった労働者は解雇され
る契約が多い。こうした労働者を管理しな
くてはならないにんにく生産者には、１）
労働者が同基準を達成するまで雇用を継

続、２）解雇し新たな労働者を採用―のい
ずれかの選択が迫られる。このため、にん
にく生産者は雇用環境を整え、労働者の教
育に力を入れており、その結果、毎年同じ
生産者の下で働く季節労働者が多く存在す
るという。

一方で、収穫期に雇用されたものの、１）
降雨など天候次第では収穫作業ができず賃
金が得られない、２）作柄次第では十分な
量のにんにくが畑にない、３）収穫箱の不
足や収穫作業に必要な器具の不具合―と
いった問題もあるようだ。さらに、価格の
安い中国やエジプト産にんにくの台頭など
により、スペイン産のにんにく価格に下落
圧力が加わり、安価な労働力に頼ることを
余儀なくされる状況もあるとされる。

３　消費・流通動向

（１）国内消費と価格
ア　国内消費

スペイン国内のにんにく消費量は、推計
値のため生産量および輸出入量の変動に
よって大きく変わるが、過去10年間の年

図９　生産費の推移

資料：アンダルシア州政府
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間消費量の平均は９万5000トン、１人当
たり消費量は同2.01キログラムである（表
８）。しかしながら、2019年以降の輸入量
は、近年の生産量の減少を補うように増加
傾向にある。

イ　生産者価格など
アンダルシア州政府によると、卸売価格

および小売価格はここ10年程度、緩やか
な上昇傾向にある（図10）。卸売価格は、
2018/19年度の１キログラム当たり1.7
ユーロ（301円）に比べ、24/25年度は
同4.2ユーロ（739円）と2.5倍に上昇し

ている。生産者価格は、17/18年度から
22/23年度まで５年程度横ばいで推移し
ていたものの、24/25年度は同2.0ユーロ

（352円）と、22/23年度に比べ1.8倍に
上昇している。

卸売価格を月別に見ると、23/24年度
および24/25年度は上昇傾向で推移して
いるが、それ以前は収穫期の４～７月に価
格が低下し、その後、年末および次期収穫
に向けて上昇傾向にある（図11）。小売価
格は、卸売価格ほど季節性が見られないも
のの、12月の価格が高値となる傾向にあ
る（図12）。

表８　スペインのにんにく需給の推移

2015年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 増減率 
（前年比）

生産量（ｔ） 178,400 209,800 274,700 273,500 271,400 269,100 315,700 281,900 194,300 245,700 26.5%
輸入量（ｔ） 5,496 7,394 4,386 2,917 4,495 7,703 8,433 5,875 9,329 16,820 80.3%
輸出量（ｔ） 148,975 162,603 165,935 151,166 184,486 190,628 174,900 165,213 150,243 142,348 ▲ 5.3%
消費量（ｔ） 35 55 113 125 91 86 149 123 53 120 125.1%
人口（千人） 46,422 46,458 46,571 46,782 47,119 47,359 47,444 47,786 48,348 48,807 0.9%

（参考）１人当たり
消費量（kg） 0.75 1.18 2.43 2.68 1.94 1.82 3.15 2.56 1.10 2.46 －

資料：MAPA、Global Trade Atlas、FAO
注１：消費量は、生産量＋輸入量－輸出量で求めた。
注２：１人当たり消費量は、消費量を人口で除して求めた。

図10　にんにくの生産者価格などの年度別推移

資料：アンダルシア州政府
　注：年度は５月１日〜翌４月30日。
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図10および図12の価格は、モラード種
とスプリング種の合計だが、インターネッ
ト上で公表されている販売価格の例は表９
の通りで、モラード種の価格がスプリング
種を上回っており、モラード種の価格優位
性が見られる。

（２）流通、取り扱い企業
ア　流通（表10）

スペイン農業食料環境省（MAGRAMA）
（注１）によると、生産者は、個人または協同
組合や農産物加工会社などに所属する農家
で構成され、生産現場ではGIにんにくの
生産や有機栽培によって生産物の差別化を
図っている。また、IPMを取り入れた生産
により付加価値につなげている。

産地市場では、にんにくの選別、調整、
包装、梱包などが行われている。生産・流
通業者の中には、大手の小売店に直接販売
し、小売店舗で独自販売を行う業者もある。
また、倉庫業者は生産部門と流通部門の仲
介機能を有し、選別などの他、次期収穫期

までのにんにくの保管業務と併せて通年で
の商品供給を行っている。

消費地市場では、多くの商品を扱う売上
高の大きい卸売業者に優位性があり、売上
高の小さい卸売業者はこうした売上高の大
きい卸売業者と提携することもある。

小売りの形態は、スーパーマーケットや
従来型の小売店、生協や産直販売およびイ
ンターネット販売がある。中でも従来型の
小売店は、卸売市場での仕入れから店舗で
の接客販売まで多様な業務をこなし、販売
量が比較的少ないことから、事業運営費を
賄うため販売単価を高く設定する必要があ
る。こうしたことから、近年はスーパーマー
ケットなどに押され、従来型小売店は年々
減少している。

（注１）�MAPAの前身。

図11　卸売価格の月別推移

資料：アンダルシア州政府

図12　小売価格の月別推移

資料：アンダルシア州政府
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表９　モラード種とスプリング種の販売価格
（単位：ユーロ / ㎏）

スプリング種 モラード種
インターネット
通販 A 社 5.95 6.95

インターネット
通販 B 社 5.58 9.45

資料：2025 年 9 月 19 日時点、各社ホームページ
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このほか、にんにくは、風味、栄養など
の機能性、保存性を兼ね備えた食品であり、
近年は食品への化学合成添加物の削減も求
められている中で、植物由来食品や即席食
品の機能性や高い保存性などの需要に対応
した食品とされている。伝統的なにんにく
の加工業者は、粉末、フレーク、ペースト、
キューブ、エキス、顆粒などのにんにく加
工品を製造し、流通業者などの需要に対応
している。

イ　取り扱い業者
スペインの主要にんにく業者は表11の

通りであり、主要産地であるCLM州、ア

ンダルシア州、および主要産地ではないが
バレンシア州にも多く存在する。バレンシ
ア州は輸出に利用されるバレンシア港を有
するため、事業者が多いとみられる。

事業形態は合同会社が多いが、協同組合
系のCoopamanや農産物加工会社（S.
A .T .：Soc iedades Agrar ias de 
Transformación）のPEREGRIN社など
も取扱量が多い。どの業者も輸出割合は取
扱量の半数を超えており、いずれも輸出を
主体とした経営形態とみられる。栽培品種
は、CLM州の業者はGIにんにくを含むモ
ラード種、それ以外の州の業者はスプリン
グ種が多いとされる。

表 10　スペインにおけるにんにくの流通構造
生産地 産地市場 消費地市場 小売

事
業
主
体

生産者 生産・流通業者 
倉庫業者

卸売業者 
中央購買組織 / 流通業者 
独立系流通業者

スーパーマーケット / ハイパーマーケット 
従来型小売店 
その他の販売形態（社員食堂、直販、生協、
インターネット等）

業
務
お
よ
び
役
割

栽培管理、収穫、
倉庫への搬送

生産者への資材 / 技術支
援、販売管理 
商品の受入れ、選別、調整、
包装、梱包 
パレット積み / 保管 
卸売業者に販売するための
集荷 / 配送

（卸売業者） 
商品の選定、輸送、受入れ 
在庫管理 
販売、補充、ロス管理 
販売促進

（その他） 
リターナブル容器の管理 
商品の積込み 
品質管理 / トレーサビリ
ティ 
※他、卸売業者と同様

（スーパー / ハイパーマーケット） 
仕入れ、商品配置 
期限切れ商品など廃棄物の撤去 / 補充 
リターナブル容器の管理 
顧客対応

（従来型小売店） 
宅配サービス 
※他、スーパー / ハイパーマーケットと同
様

資料：MAGRAMA

表 11　にんにくの主要取扱い業者（2017年）

事業者名 所在県 取扱量 
（トン） 輸出割合

Ajos La Veguilla 合同会社 CLM 州クエンカ県 35,000 60%
COOP. Coopaman CLM 州クエンカ県 15,400 75%
COOP. San Isidro El Santo CLM 州クエンカ県 15,136 65%
COOP. DEL CAMPO SANTA MÓNICA CLM 州アルバセーテ県 14,000 70%
Amefruits 合同会社 バレンシア州アリカンテ県 11,000 90%
S.A.T. PEREGRIN アンダルシア州アルメリア県 10,000 65%
AJOS MASALMAR 合同会社 バレンシア州バレンシア県 7,000 80%
S.A.T. ALLIUM PRODIBER バレンシア州バレンシア県 6,300 50%
BUSINESS INTERNATIONAL GARLIC 合同会社 バレンシア州アリカンテ県 6,000 90%
資料：Alimarket, S.A.
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４　貿易動向

（１）輸出量と輸出単価
スペインでは、一部のモラード種がGI

にんにく「アホ・モラド・デ・ラス・ペド
ロニェラス」の認定を受けた2008年以降、
にんにく輸出量が増加し、20年には19万
1000トンを輸出した（図13）。近年は生
産量の減少に伴い輸出量も減少傾向にあ
り、24年は14万2000トン（前年比5.3％
減）と９年ぶりに15万トンを下回った。
24年は生産量の約６割を輸出しているが、
これまでも常に生産量の５割以上を輸出し
ている。主な輸出先は、英国を含む欧州各
国、モロッコおよび米国である。24年の
米国向けは１万8000トン（同4.1％減）
とスペインのにんにく輸出先第２位であ
り、米国と中国の関税協議次第で大きな影
響を受ける可能性がある。また、同年の日
本向け輸出量は1202トン（同4.3％増）
と同第16位であった。

総輸出額は22年に低下したものの、国内

単価および輸出単価の上昇を受け近年上昇
傾向にあり、24年は４億9341万米ドル（同
16.4％高、739億5229万円）となった。

（２）EUの輸入量と単価など
スペインを含むEUの域外からのにんに

く輸入量は、2021年以降増加傾向にある
（図14）。24年は８万5000トン（前年比
33.3％増）と前年に比べ大幅に増加して
おり、その単価は１キログラム当たり
2.28米ドル（342円、同31.9％高）と前
年を大幅に上回ったものの、スペイン産に
んにくの同3.47米ドル（520円、図13）
を大幅に下回った。

ANPCAによると、中国やエジプト、ア
ルゼンチンの他、トルコなどからの輸入の
増加により、EU域内におけるスペイン産
にんにくの需要が低下しているとされる。
こうした状況下でANPCAは、スペインの
在来種であり国際市場で高く評価されるモ
ラード種の栽培面積の維持が、競合国に対
し優位性を確保する上で必要としている。

資料：Global Trade Atlas
　注：HSコードは070320

図13　スペインの輸出先国別にんにく輸出量と平均単価の推移
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また、にんにくの主産地であるCLM州
でもIPMを進めることで、薬剤を限定的に
利用する中での収量の維持・確保に加え、
環境に配慮した持続可能なにんにく生産に
よる競合国との差別化も不可欠であるとし
ている。

さらに、ANPCAは、安価な冷凍にんに
くを含む「その他の冷凍野菜」に該当する
関税分類項目によって生鮮にんにくがEU
へ輸入されることを防止するよう、EU税
関総局に対し、関税分類項目における冷凍
にんにくの明確化などの対応を求めてい
る。現地報道によると、EUへの冷蔵にん
にくの輸入には割当量が設定されており、
超過分には１キログラム当たり1.2ユーロ

（211円）（注２）の関税が課される。しかし
ながら、こうした関税が回避可能な「その
他の冷凍野菜」に分類されるにんにくの中
には、輸送時の温度がマイナス４度からマ
イナス３度のものがあるため、生鮮にんに
くとして利用可能であるとの指摘もあると

いう。この他、エジプトの現在のにんにく
生産量はスペインを上回る世界第４位であ
り、輸送費を含む生産コストはスペイン産
を大幅に下回るため、24年のエジプトか
らの輸入単価は同1.79米ドル（268円）
とスペイン産の２分の１程度であった。こ
のため、スペインのにんにく業界関係者は
欧州委員会に対し、関税の設定などエジプ
ト産にんにくとの競争条件の平準化を期待
している。

（注２）�欧州委員会によると、2001年６月１日以降、に
んにくの輸入に対する通常の関税は、9.6％の従
価税と１キログラム当たり1.2ユーロの従量税で
構成される。これに対してANPCAは、25年ま
でのインフレ率を考慮すると、抑止力を大幅に
失った関税率であるとしている。

（３）今後の輸出見通しなど
スペインのにんにく輸出は、低価格の外

国産輸出品との競合にさらされ、欧州市場
で伸び悩み、特に価格を重視する輸出先で
の影響が大きくなっている。また、生産量
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図14　EU加盟国のにんにく輸入量と平均単価の推移（域外からの輸入）
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の減少は、EU域外からの輸入量の増加に
つながっている。オランダでは、近年のス
ペイン産にんにくの供給不足を受け、中国
産への切り替え準備を進める大手小売業者
も現れている。一方、米国はスペイン産に
んにくの品質を重視する市場であり、米中
間の関税協議の影響といった不透明性がつ
きまとうものの、現状では、その輸出量は
安定している。

中国との競合などでにんにく輸出量が減
少傾向にあるスペインではあるが、GIに
んにくを含むモラード種は、英国市場での
販売の拡大などと相まって、同種の強い香
りと刺激的な味わいが評価を得ている。ま
た、2022年以降の生産量減少に伴い、台
湾向けのスプリング種の輸出がエジプトや
アルゼンチンに取って代わられたが、21
年以前のスプリング種の販売実績を生か
し、台湾を輸出先対象として再度検討して
いるようだ。

５　おわりに

2023年の日本のにんにく生産量は２万
200トン、輸入量は２万3800トンであっ
た。輸入量の93.7％を中国産が占めてお
り、スペイン産は第２位であるものの占有
率は4.7％であった。

スペインでは、近年の干ばつや労働費を
はじめとする生産費の上昇によりにんにく
の生産量が減少しており、安価な中国やエ
ジプト、アルゼンチン産などとの競合によ
り輸出量も減少し、さらに、EU域外からの
輸入量も増加している状況にある。また、
最近では、作付面積が減少する中で収穫量
を確保するために、モラード種から収量の
多いスプリング種への置き換えが進んでい

る。
このような中、ANPCAは、GIにんにく

の「アホ・モラド・デ・ラス・ペドロニェ
ラス」をはじめ国際市場で評価されている
スペインの在来種であるモラード種の作付
けを推奨し、また、欧州委員会から農薬の
使用を制限される中で、IPMによる環境に
配慮した持続可能な生産などによる差別化
を推奨している。こうした付加価値により、
国際市場でのスペイン産にんにくの存在感
の定着と増加を狙い、また、台湾向けなど
販路の多角化を目指すことで、スペインの
にんにく産業を維持しようとしている。


